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愛知学院大学薬学部は、平成16年11月に設置され、
平成17年4月に開校した。本年度をもって設置10周
年を迎えるので、これを機に愛知学院大学薬学会か
ら創設10周年記念誌を発刊することとした。薬学
部創設にご尽力された小出忠孝学院長をはじめ、多
くの方々よりお言葉を頂いた。御一読くださり、当
時を思い出していただきたい。
大学は、平成24年6月に文部科学省から、公表さ
れた「大学改革実行プラン」に従い、大学教育の質
的転換が求められている。折しも、薬学部では、来
年度（平成27年度）から新薬学教育モデルコアカリ
キュラムに沿って教育が行わる。現在、「教育課程
の体系化」・「組織的教育の実施」・「シラバスの充実」・
「アクティブラーニング」・「教員の自己研鑽」等を進
めているところである。
なお、愛知学院大学薬学会は、薬学会誌を毎年12

月に発刊している。総説・原著論文を初め、学会・研
究会・FD研修会報告、医療生命薬学研究所活動報
告、講座紹介および業績一覧、卒業論文課題等を掲
載している。これらについても、ご高覧いただけれ
ば幸いである。

平成26年9月
薬学部長　櫨 　　彰
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